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この説明は，九州大学情報処理教育センターで，タイムシェアリング処理の利用経験のある者を対象に，会話型リモ

ートパッチシステムの墓本的な利用法を述ぺたものである。説明は， 「とにかく使える」を主目標にしているため，表

現の一部に不正確な点のあることを注意しておく。

本文中，次の略語を用いてある。

タイムシェアリング→ TS (Time Sharing) 

九州大学情報処理教育センターー→ （本）センター

九州大学大型計算機センター→大型センター

オペレーティングシステム ACOS-6→ ACOS 

カード読取り装猶 —• CR 

ラインプリンタ装置 -----> LP 

本文中の「注」や「備考」は，説明を正確にするためのものであるから，最初は読み飛ばしてもよい。

＊工学研究科情報工学専攻

＊＊情報処理教育センター
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1. システムの概要

1. 1 TSSとパッチ処理

ACOSでは， TSSとパッチ処理（→ 3.3.5)の二つの利用形態がよく使われる。

TSSとは，通常，端末を一人が専有し，利用者は端末を通して計算機と「会話」しながら処理を進めていく利用

形態で，応答時間の早いのが特長である。

一方，バッチ処理では，計算機に対する指示を紙カードにペンチして， CRから読み取らせ，出力は LPから行

う。入力してから出力が行われるまでの間には，人間の判断が介入しないのが普通である。バッチ処理は，扱うデ

ータ量の多い場合に向いている処理形態である。また，ある種の言語（例： ACOSのアセンプリ 言語GMAP)は，

パッチでなければ利用できない。

しかしながら，バッチ処理には，

0紙カードは修正や保管がめんどう。 （床に格して順番が狂ったり，水にぬらして使えなくなったり…）

0 入出力を行うたびに，わざわざ入出力装置の所まで行く必要がある。

0必要以上にLP用紙を使う。（重い紙束をかかえてうろうろしなければならない）

などの問題がある。

1. 2 会話型リモートバッチ処理

パッチ処理の上のような欠点を改善した利用形態が「会話型リモートバッチ処理」である。会話型リモートバッチで

は，入力として紙カードを使う代りに， 「ファイル」を使用する。すなわち利用者は， TSS端末の前に座り，通常

のTS処理でプログラムを作成するのと同様に，紙カードを想定したファイル（「カード・イメージ」と呼ぶ）を作

成する。パンチしたカードをCRに読み取らせる代りに，端末から "RUN'を入力する。結果を見にLPの所に行

く代りに，端末に座ったまま 'JOUT'と入力して， LPが出力すべき文字を見ることができる。また，どこまで処

理が進んでいるかを監視したり，処理を打ち切ったりすることも，端末から指示できる。

このような機能に加えて，会話型リモートパッチでは，ファイルの内容を 8進でダンプして， パッチする機能

（参考資料 [l]の 4章参照），機械語レベルでのデパックを行う機能（参考資料 [1]の 5章）， バッチジョ

ブが端末と入出力する機能（参考資料[1 Jの 6章）などがあるが，ここでは説明しないので，必要のある方は

参考資料[1 Jを見られたい。

会話型リモートバッチは，つまり， TSSとバッチ処理の中間的な処理形態と見ることもできるし，両者のインタ

フェイスをとる機能と見ることもできる。この処理形態は，大型センターの利用者には「FIBジョプ」として知ら

れているものに対応している。

2. 使 用 例

下の計算機との会話例は， FORTRANプログラムの翻訳と 実行を会話型リモートバッチで行う時のもので

ある。 （下線の引かれた部分は，利用者からの入力を示す。ただし省略している部分もある。）

I $ $ $ CON'Ts s Iキーを押す。

ACOS-6 TS1(R7. 1) ON 03/30/81 

USER ID -X0001A0007;X0001毯

PASSWORD --JA5QDE堡）

AT l S: 42'28 CHANNEL 272 2 Iログオン蹟き。

＊＊＊  

WELCOME TO CONNECT ACOS-6, MR. /MISS XOOOl A0007 

PLEASE WAIT HERE TILL MAKING AN END OF THE PROSECUTION OF 

CONNECTION 

-14-

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



① SYSTEM ? CARDIN NEW@ 

② •AUTOX ⑮ 

③ •OOlO##N, J磋）,.,,-,--タプ文字 (3.8.4節参照）

④ * 0020 $:JOB: XOOOl A0007, X 0001, J A5QDE @ 

•0030 $ :QFORT :NFORM@ 

•0040l_]READ(5, 500)A, B @  

* 005心 WRITE(6,600)'A=", A'B=" B⑮ 

•0060l_]WRITE (6, 610)'A+B= 11, A+B, 11 A-B= 11, A-B, "A•B= 11, A•B, 11 A/B=', A/B⑯ 入

* 0070L_j500l_]FORMAT(2F 15. 7)⑯ 1旦
* 0080LJ600LJFORMAT(1HLJ, 2(A2, G 15. 5, 5X))送）

*0090LJ610JORMAT(lHLJ, 4CA4, G15. 5, 5X)) @ 

* 0100二 ⑮

*0110立 ND @)

* 0 120 $: QEXEC磋）

* 0130LJ 10. 5, 3. 72⑮ 

•0140 $: ENDJOB函）

⑤ * 0150⑮ 

⑥ •PRINT 函）

04/17/81 10:15:30 

0020 $ JOB X0001A0007, XOOOl, JA5QDE 

0030 $ QFORT NFORM 

0040 READ(5, 500)A, B 

ァ
イ
ル
作
成

0140 $ ENDJOB 

⑦ *SAVE JCL2毬）

DATA SAVED-JCL2 

作
成
し
た
フ
ァ
イ
ル
の
内
容
が

表
示
さ
れ
る
。

説 明

① CARDINサプシステムに移行する。

② 行番号の自動発生を行う。 (AUTOコマンドでなく， AUTOXを使うこと 。また，ある種の端末では，AUTOX

を使用して発生させた行番号の後ろに，空白が表示されることもあるが，この空臼は実際には入力されないので

安心されたい。）

③ CARD INで使用する ファイルの第一行には，このような「＃＃行」（正式には「編集情報行」 ）という特別な

行を入れた方がよい。この行の意味については，後に説明する。よく理解できない場合は，この例をそ っくりそ

のまま，まねればよい。

④ この行から先が， 実際にパッチの入力 となる行である。 $JOB文から，$ENDJOB文までが， 1つのジョ プ

として扱われる。

⑥ じ亘日キー又は (RETURN)キー（以下邁）と書く）を押して，行番号の自動発生を止めさせる 。

⑥ 作成したフ ァイルの内容を確かめる。

⑦ 後の使用にそなえて，作成したファイルを "JCL2'という名で保存する。
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⑧ ＊且匹i磋）

SNUMB # H012T 

⑨ * J MON'-'* ⑱ 

H012T READING RMT @ 10. 259 

HO 12T EXE CUT ING @ 10. 259 
実行状況が表示される。

H012T OUTPUT WAITING 

NORMAL TERMINATION 

⑩ * JOUTL...J * ⑮ 

⑪ FUNCTION? PR INTL...J$$ ⑱ 

$$ H012T ENTERED ACOS-6 AT 10:15:33 ON 04/17/81 TSS/S 0-08-02 

ID=K8. @ 10. 264 

0001 $ SNUMB H012T 

0002 $ COMMENT X0001A0007 TSS CARDIN 

0021 $ ENDJOB 00000140 

TOTAL CARD COUNT THIS JOB=000030 

* ACTY-01 $CARD #0014 FORTY 04/17/81 REAL MODE SW=210200000000 

* NORMAL TERMINATION AT 005440 BA=000000200000 I =4060 SW=210200000000 

* ACTY-02 $ CARD #0018 GELOAD 04/17/81 REAL MODE SW=OOOOOOOOOOOO 

I =5020 SW=OOOOOOOOOOOO 

END OF $$ 

⑫ FUNCTION? LI ST磋

冒T~。；ES !LISTの出力。

⑬ FUNCTION? PR I NTL_] 74 ⑮ 

H012T 01 04-17-81 10. 261 LABEL ...... PAGE 1 

ACOS-6 ROOS FORTRAN (02-15-80) OPTIONS: LSTIN, JIS, BIN 

1 READ(5, 500) A, B 00000040 

2 WRITE(6, 600) "A=", A,'B=', B 00000050 

ア
ク
テ

ィ
ビ
テ

3 WRITE(6,610)"A+B=",A+B, "A-B=",A-B, "A*B=",A*B,"A/B=",A/B 000000601 ィ

4 500 FORMAT(2F 15. 7) 00000070 

5 600 FORMAT(1H , 2 (A2, G 15. 5, 5X)) 00000080 

6 610 FORMAT(1H , 4 (A4, Gl5. 5, 5X)) 00000090 

7 STOP 00000100 

8 END 00000110 

THERE WERE NO DIAGNOSTICS IN ABOVE COMPILATION 

32K WORDS WERE USED FOR THIS COMPILATION 

END OF 74 

（
翻
訳
）
の

レ
ポ
ー
ト

74
の
内
容

ー

・

ー
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⑭ FUNCTION? ACTIVITYLJ2⑮ 

⑮ FUNCT ION? LI ST ⑮ 

ACTIVITY 2 

REPORT CODES 

$$ 

延

⑯ FUNCTION? PRINTLJ0.6磋）

A= 10. 500 B= 3. 7200 

A+B= 14. 220 A-8= 6. 7800 A•B= 39. 060 A/8= 2. 8226 

END OF 06 

⑰ FUNCTION? RELE ⑱ 

⑱ *且~ ⑱ 

SYSTEM? 

説明

アクティビティ 2(実行）

のレポート 06の内容

⑧ 作成したファイルをカード形式に変換して，パッチ処理を起動する。（起動するだけで，終了を待たない点に

注意。起動すると，すぐに端末からのコマンド入力が可能となる 。）"H012T'は，このジョプにつけられた名前

(snwnb名という）である。 snumb名は，控えておいた方がよい。

⑨ ジョプの実行状況を見る。

⑩ ジョブの実行結果 (SYSOUTファイル(-→ 3. 3. 5))を見るため， JOUTサプシステムに入る。

⑪ まず，ジョプ全体の実行報告を見る。このジョプが， 2つのアクティビティから成っており，各アクティビテ

ィとも "NORMAL TERMINATION" (正常終了 ）であることを確かめる。（波線の部分。）

⑫ アクティビティ 1(翻訳）の，出力のレポートコードを知るため， II LIST'と入力する 。

⑬ アクティビティ 1のレポートコードは "74'だけなので，その内容を見る 。

⑭ 次に，アクティビティ 2(実行）の結果を見る準備をする。

⑮ アクティビティ 2の出力のレポートコ ー ドを知る。

⑯ レポートコード "06"のレポートを見る。

⑰ 全部見終わったので， SYSOUTファイルを計算機の中から消去する。同時に ]OUTサプシステムを終える。

⑮ CARDINサブシステムモードからシステム選択レベルに戻る 。
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3. 使用法

3. 1 会話型リモートバッチ処理のためのサプシステム群

ACOSでは，会話型リモートパッチを行うために．種々のTS用サブシステム（コマンド）＋が用意されている。

CARDINサブシステムは，会話型リモートパッチの中核となるサプシステムで，行番号エディタによるカード・

イメージ・ファイルの作成と，パッチヘの投入・起動を行う。

叫サブシステムは， CARDINによって起動されたジョプの実行結果 (SYSOUTファイル(-→ 3.3.5))を

端末から見ることを可能にすろ 。CARDINとJOUTの 2つのサプシステムだけで，基本的な会話型リモートバ

ッチの操作を行うことが可能であろ。

起動したバッチジョブの実行状況を端末から監視するには JMONIまたは JSTSコマンドを使う。実行を打ち切

るには JABTコマンドを使う。

その他， PRINT,]PRINT, BPRINT*, SCAN, FDUMP*, 11逹旦~.1. 騒且~. J IS BCD, BCD] ISなど

のサブシステム（コマンド）が用意されている。.(注：＊について，説明しないので参考資料 [l]を参照されたい。）

なお，大型センターのFIBジョプのためのコマンドとの対応は，次のようになる。

大型センター (FACOMOS IV) 

SUBMIT 

STATUS 

OUTPUT 

CANCEL 

本センター (NEACACOS-6) 

CARDIN(RUN) 

JMONI, JSTS 

]OUT 

]ABT 

3.2 コマンド一覧

会話型 リモートバッチ処理に関連するコマンドの一覧を以下に掲げる。各コマンドの，典型的な使用の順序は，

図 1に示してある。（太字は，特に璽要なコマンドであろ）

コマンド名 パラメ ータ
意 味

記述箇所
（注 1) （注 1) （注 2)

1CARD1 IN ｛凶EW } CARDINサプシステムのビルドモードに入る。
Q,LD filel[;file2] .. . 

file 1 , file 2 , • ・ は，使用するファイルの名前。
._§,AME 

LIST 
｛無指定

指定されたファイル（ファイル名が無指定の場合 [3] 56 
— , —ーー， 行番号の指定 は，カレントファイ ル）の内容を端末に表示する。-----

入 1PRIN1T ファイル名 PRINTを使うと，タプ文字と行番号処理を行っ [l] 7 
力 詳しくは， 3.4.2を参照。 た後の，カード・イメージが表示 される。 [I] 12 
フ
ア

. 

イ 応 CARD FORMAT ? ~ORM 標準指定。
）レ クに
を

の 又~はS⑱IS J l 行番号は処理しない。
作
成 し

す か MOVE 行番号は後方に移す。
る た
た

2, TRIP 行番号は削除。め
の

TAB CHARACTERS コ
AND SETTINGS ? 

(3.3.4参照）
マ
ン

AUTOX ド
[m][, n] 行番号の自動発生。 mから始めて， nずつ増える。 [3] 55 

＋ 「サブシステム」と「コマンド」の明確な区別はない。'RUN'を除くすべてのコマンドは，システム選択レベ

ル('SYSTEM?"と計算機から質問してくる）でも，ビルドモード（星印＂＊＇が出力される）でも使用できる 。
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コマンド名 パ フ メータ 意 味 記述箇所

1RES均QUENCE X-Y 
行番号のつけ直し。もとの行番号Xから Yを， m

[m][, nJ[{x- }J 
から始めて nずつ増える行番号に変える。 [3] 56 

入
-Y 

ヵ
フ ASEQ 

[m] [, n] 行番号をつける。 ASEQは，行番号の後ろに，空
ア " --

白を 1文字挿入する。
[3] 56 

イ RESEX 

）レ
DSEQ 

を 行番号をはずす。 DSEQは， 行番号の次の空白
作

← ------- な し
を 1文字消去する。

[8] 21 

成
STRIPX 

す SAVE カレントファイルの内容を，パーマネントファイる ファイル名 [3] 54 
た 1RESA」VE ルに保存する。
め
の C 

fi l .. f l /str 1/str2/[ALL] カレントファイルの i行（から j行まで）の文字
コ [8] 20 
マ t一J 列 str1を（全て） str 2で酋き換える。

ン
ド EDIT EDITORサブシステム。ファイルの細かい修正に向いている。 [7] 44 

SE Screen Edi tor。ファイルの修正が画面上で行える。 [8] 74 

RUN 

llf i 無le指1定[; f i I e 2 ] ... I し

指定されたファイルのタブ文字処理や行番号の処

理等を行った後， SYSIN入カプロゲラムに渡し

て，パッチジョプを起動する。 [1] 7 
[1 J 12 

ジ
応 CARD FORMAT, (PRINTと同じ。ただし＠）は不可。）

ヨ 笠ロ DISPOSITION ? ~AIT ジョプの終了を待つ。

プ J,OUT JOUTシステムを使う。

の
£,OU~ 国・晶OUT~旦

起 ジョプの結果を医歯薬地区 (R6)又は教養部地

動
区 (R7)のラインプリンタから出力する。

磋）ジョプの結果は，センター LPから出力する。

TAB CHARACTERS 
(3.3.4参照）

AND SETTINGS ? 

皿臣 1JMON1 I 

J l sn* umb 1 [ ; snumb 2] ... J l 
CARDINのRUNコマンドで起動したジョブの実

[1] 8 

視
JSTS 行状況を見る。 ＂＊＂を指定すると，最後に起動し

[1] 11 
たジョプを見ることができる。

打
JABT J l sn* umb} 指定されたジョプを，強制的に打ち切る。 [ 1] 10 

切

JOUT 

J l sn* umb 1 [ ; snumb 2 ] ... l J 
ジョプの実行結果 (SYSOUT)を，端末から見る。

出
このコマンドを使うには， "RUN'の時に，計算 [l] 11 

力
機からたずねてくる質問に対し， 'JOUT'と答 [l] 42 

を
えておく必要がある。

見
SCAN ファイル名 パッチジョブが出力したファイルを見る。特定の

る [l] 11 
文字列をさがしたい時とか，エラーのある行だけ

[l] 27 
見たい，という場合に使う。
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コマンド名 パラメ ータ 意 味 記述箇所

叫 NT ファイル名 TS向け出JI力Sファイルを，センターのラインプリ

フ ンタから する。
[l] 11 

ア
$ IDENT ? アカウント番号，利用者登録番号（ユーザー ID) [l] 20 

イ 応
Jレ RUNOFF FORMAT? 凶0 と答えるのが普通
の

印 答 LINE COUNT 55? 誓}1ページに55行印字。
字

n 1ページに n行印字。

止嗅CD j i sf i le; bcdf i le JISファイルを BCDファイルヘ変換。

[1] 10 
$ !DENT ? アカウント番号，利用者登録番号。 [1] 15 

LABELS ? 凶ORM 標準指定。

応

~S IS 行番号は処理しない。

M,OVE 行番号は後方へ移す。

心TRIP 行番号は削除。

フ

夕に str1 (i,, j1)[;str2Ci2ら,i2)] ... 
ア ファイルの行番号れか 丘までの行に対し，

73~80カラムに， str1という文字列と行番号とを

イ 書く。

）レ
TAB CHARACTERS (3. 3. 4参照）
AND SETTINGS ? 

の ~』 IS bcdfile; jisfile BCDファイルを JISファイルに変更。

[1] 10 

形 LI NE NUMBERS ? MOVE 73~80カラムを行番号とする。 [1] 16 

式
AUTO [m,n] 

行番号自動発生。

変
ASIS '[m] 
BCDレコードのn桁を BCDから JISに変換。

換 ⑱ 行番号は，つけない。

TAB CHARACTER t,s1,s2, ... ,sn 
AND SETTINGS ? タプ文字 として t, タブ位賞として s1,s2,・・・,sn 

を使う。

返）タプは使わない。

国 IS batchfi le; tsfi le パッチ向JISファイルをTS向 JISファイJJ.,fこ変換。

____ l~l野＿しか竺虹]_!~唖合とー同r~ - ― ― ------ - ---- - -----
[ l] 10 
[1] 17 

叫 IS tsfde;batchfile TS向JISファイルをパッチ向 JISファイルに変換。

（応答のしかたは BPRINTの場合と同じ）

注 1: LJは省略形を表わす。例えば PRINTは， PRINと入力してもよい。
［ ］はパラメータの省略可能なことを示す。

．．． は反復を示す。［］ ．．．は，そのパラメータをいくつかつづけて書けることを示す。

｛ ｝は，どれかひとつを選択することを示す。

R は， 国且訂キー又は (RETURN)キーのみによる応答を示す。
注 2:[m]nは，参考資料mのnページ，ということを示す。
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3. 3 予傭知朧 (3.3.4以外は飛ばしてよい。）

3. 3. 1 ファイルについて

ACOS-6では，次の 3種のファイルを区別して取り扱う。

① TS向JIS形式ファイル

② パッチ向 JIS形式ファイル

③ BCD形式ファイル

利用者が， TS端末で作成するファイルは①の形式をしている。一方（たとえ CARDINで起動したとしても），

パ・ノチジョプが直接に取り扱うファイルは，②が③の形式でなければならない。従っ て，ファイル形式の変換が

必要になる。

ファイル形式の変換には，次の 3つのコマンドが用意されている。

JISJIS. JISBCD 
②' > ①  > 

' @ 
BCDJIS 

また， RUNコマンドも，賠に形式変換を行っている。そのため，①のファイルを会話型リモートパッチの入力

データとして使いたい時は， $SELECTA文（附録 l参照）を使って， 入カファイルと併合してから， RlJNコ

マンドを打ち込むことにより， JIS J ISコマンドを使用せずに②一>(Dの変換を行うことができる 。

3. 3.2 バンチカードの形式

バッチ処理の入力としては，伝統的にパンチカードが使われてきた。そのため会話型 リモートパッチ用の各種

コマンドも，ペンチカードのことが強く意識されている。例えば， RUNコマ ンドでは，TS向ファイルからパン

チカード形式のBCDファイルヘの変換が行われていると考えられる。

パンチカ ードは， 1枚に80文字を書くことができるようになっている。そのうち， 73~80カラムは「シーケン

ス ・フィールド」 (sequencefield)と呼ばれ， TSのファイルの行番号に相当する欄として扱われる。（つまり，

計算機は普通，この欄を入カデータとは扱わない。）シーケンス・フィールドには，普通，カードの並ぶぺき順に

増加する数を替く。また，任意の文字 (prefixと言 う）を，数の先頭につけることもできる。

1カラム 73カラム 80カラム

* I* EXAMPLE* I MAINOOlO 
,.____,,........, 

prefix 

入力のデータとなる部分
斗, ;.I 
シーケンス・
フィールド

3.3.3 SYSOUT (ラインプリンタ出力）の形式

バッチジョブの標準出力の形式は，次の図のようになっている。

最初に出て来るのは，入力された JCLと，各アクティビティの終了状況（正常に終了したかどうか）である。

この部分は， JOUTサプシステムでは，レポートコード＂＄＄＇で参照される 。c-3.4. 5) 

次に，各アクティビティ毎の実行結果が，実行の順に出力される。

各アクティビティの出力は ，一般に，いくつかにわかれている。この分類された出力のそれぞれには，それら

を区別するため，レポートコードという 2文字の名前がつけられている。例えば， FORTRANの翻訳という
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アクティビティは， 1種のレポートしか出力せず，そのレポートコードは 1174II である。レポートコード

がわからない時は， JOUTを使って II LIST II と入力すれば，使われているレポートコードが全部出力される 。

最後に，全体の課金情報が印字される 。

snumb名 → I COlO T 

アカウント番号→ CA013.NRP 

終了状況一≫

I JCLのリ ス ト

I 
I 

レポートコード X
の出力

レポートコード Y
の出力

1 、

Iら記トコードzI 
， 

課金情報

3. 3. -4 タ プ 機能

I JOUTの 'PRINTu$$"
で見ることがで吾る 。

アクテ ィビティ 1

アクティビティ 2

： 
アクティビティ n

タブとは，空白の入力を省く機能のことである。例えば， CARDINのRUNコマンドの入力用ファイルで

JCLの部分は本来

O O 1 0$LJLJLJLJ'---'LJ JOB LJLJLJLJLJLJ X O O O 1 A O O O 7, ... 
↑ ↑ ↑ 
1カラム 8カラム 16カラム

と苔くべ吾である 。ところが，このように空白が連続していると，入力をまちがいやすい。そこで， ACOS-

6では，このように書く代りに，

I 0010$ :JOB :J¥0001A0007, … 

と書くことを（ある条件下で）許している 。このように入力すると， ＂：＇＇はいくつかの 空白 に置き変わり，

＇：＂の次の文字が， 8カラムか16カラムになるよう調整される 。この場合， ＂：＂を「 タブ文字」 ，8カラム

と16カラムを「タブ位謹」という。

タブ文字には＂：＇以外の文字も使用できるし， 8, 16カラム以外のタブ位置も設定できるようになってい

る。そ こで，利用者は計算機に対し，自分がどういうタプ文字 とタプ位閥を採用しているのかを知らせてや

る必要がある。このことは，普通， 「＃＃行」（後述）によって行う 。 もし＃＃がないと，ある種のコマンドを

使う時に，計算機側から，次のように質問してくる。

TAB CHARACTERS AND SETTINGS? 

これに対しては，次のように答える（いずれかひとつ選ぶ） 。
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lふORM ("ormal)標準タプ文字(.'.)と，標準 タブ位置 (8,16, 32, 7'カラム＼を使う場合。

⑮ タブを使わない場合。

ti, s11, s12, ... ,sin1 [; t2 ,s21,s22, ... s27ie] ... 

（ただし， t;は"#"を除く任意の 1文字。 Sijは，数字。）

文字t;・をタブ文字とし，そのタブ位置を Sijとする。

例

96 , 8, 16, 24 ("96 "がタプ文字。）

96, 8, 16, 24;?, 7 (複数タブの指定。）

タプを使用したファイルを端末で見る時は， LISTコマン ドではなく， PRINTコマンドを使用した方が見

やすい。

タプは， TS向JIS形式ファイルにしか使用できない。

3. 3. 5 ACOSのバッチシステムについて（バ ッチ利用経験者は読み飛ばしてもよい）

ACOSのパッチシステムについて，簡単に説明しておく 。

用語の解説

ジョブ (Job)・…••利用者がシステムに依頼する仕事の単位である 。

アクティビティ (Activity)……資源の割当の対象となる仕事の単位である。ジョブは，複数のアク

ティビティで構成される 。アクティ ビティの概念は，大型センターの 「ジョ ブステップ」に該

当する。

snumb名...…ひとつのジョプを他のジョプから 区別するためにつけられる，ジョプの名前の こと 。通

常，システムが自動的に割り当てる。

ファイル (File)・・・・・・関連するデータの集りをファイルという。大型センターの利用者には， 「デー

タセット」として知られている。（大型センターで言うところの「ファイル」とは多少意味が

異る。）

SYSIN, SYSOUT …••• バッチ処理では CRCカードリーダ）から読み込まれたデータの集合を

SYSIN (ファイル）， LPに書き出されるべきデータの集合を SYSOUT(ファイル）という。

上記の事を行うプログラムのことも，それぞれSYSIN(プログラム）， SYSOUT(プログラム）

としヽう 。

JCL (Job Control Language) 

バッチ処理を行わせるには， SYSIN(つまり CR)に計算機に対する指示やデータを与えてやらなけれ

ばならない。このうち，仕事の大きな内容や，実行の順番を知らせたり，資源（ファイル，メモリ，

紙や実行時間）の確保を指示したりするカード（行）は， JCLと呼ばれている。 ACOSのJCL の代

表的な例をあげると，

ー
＄

欄 贔 16 
X 0001A 0007, X 0001, JA 5QDE 

この制御文は ，支払責任者番号が "X0001', パスワードが 11JA5QDE 11, 課題登録番号が

11 XOOOl A 0007 11であるジョプの始まりを示す ものである 。

1

$

 

欄 8 
ENDJOB 

この制御文は，ジョブの終わりを示す。 $JOBと$ENDJOBの 2つの制御文は，いかなるジョ

ブ依頼にも不可欠である。

1

$

 

欄 8 

QFORT 

FORTRANプログラムの翻訳を示す。
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欄 1 8 
$ QEXEC 

翻訳された FORTRANプログラムの実行を指示。

例でわかる通り，すべてのJCLは， 1桁目に II$IIがあり， 8桁目からコントロール・フィールド

(II JOB II • II ENDJOB II等を書く欄）が始まり， 16桁目からオペ ラン ド・フ ィール ドが始まる，と

決まっている。この桁の指定は， 1桁でも間違うと計算機は受け付けないので注意を要する 。

ジョブ

よく使う JCLとしては．この他に， $PRMFL文（永久ファイルの割当）， $FILE文（作業用ファ

イルの割当） , $GMAP文（アセンブラの呼出）等がある 。詳 しくは参考資料 [5],[6]を参照され

たい。また．会話型リモートバッチ専用の $SELECTA文があるが，これについては付録Aを参照の

こと。

上の 4枚のジョプ制御文を使うと, FORTRANの翻訳と 実行を行わせるためのバッチジョプを依頼

するためのデ ック構成は．次のようになる 。

***EOF 
（カードで入力する時だけ必要）

$ ENDJOB 
， 

77. 77 8. 901 

QEXEC 

＇ 

INTEGER BUF (100) 

DFORT 

JOB USER-ID, ACNT, PASS 
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下図は，会話型リモートバ ッチのとく標準的な使用において， どのようなコマンドが，どのような順番

で使われるかを示 している 。

ログオン.、
SYSTEM? に対し

" CARDIN NEW II II CARDIN LJ OLDLJファイル名＂

ファイルの作成
いファイルの修正

AUTO, LIST, ASEQ, RESEQ, DSEQ, C, PRINTコマン ド等により，
ファイルの作成・修正を行う。
エディタサブシステム (EDITコマンド） ，ス クリーンエディタサブシ
ステム (SE)等も使用可。

古いファイルを，
そのまま使う 。

（必要な場合）

PRINTコマ ンドによって，タブ文字が うまく機能するか，確かめる 。

（ジョブの終了を待つ時）

II JMON * II と入力。
終了 を待つ。

ジ
ョ

II JOUT * II と入力。
ジョプの実行結果を見る 。
必要なら， LPから出力。
（図 2を見よ。）

修正

プ
は
ま
だ
終
了
し
て
い
な
い
。

他の仕事をする 。

しばらくして

ログオンして
11 JSTSLJsnumb名＂を入力し，
ジョブが終了したかどうか見る。

ジョブ終了

他の仕事をする 。 とくろうさま。

図 1 会話型リモートパッチ処理にかかわるコマンド
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3. ,4 各コマンドの説明

以下に会話型リモートバッチ処理に関係があり，よく使われるコマンドについて説明する 。都合により，一

部の機能の説明を行っていない場合があるが，これについては，他の文献を参照されたい。説明の順番は，使

用順である 。

3. -4.1 CARDIN 

CARDINコマンドは， CARDINサプシステムヘの移行を行う 。 行番号エディタによるファイルの作成や

修正を行う前や，次に述べる "RUN"を入力する前に，必ず CARDINサブシステムのモードに移行しておく

必要がある。

使用例

SYSTEM ? CARD NEW 新規にファイルを作成

SYSTEM ? CARD OLD FILE 1 過去に作成・保存した 'FILEl'という 名のファイルを使用す

る場合。

3. ,4. 2 PRINTとRUN

PRINT 

PRINTは， LISTコマンドと同様，ファイルの内容を端末に表示するために用いる。 LISTとの違いは，

タブ文字の処理（タブ文字を空白で猶き換える）を行った後の画面を表示することにある。

PRINTコマ ンドのパラメ ータの指定は， LISTと同様である 。例えば，

PRINT カレントファイルを表示。

PRINT 10, 100-200 カレントファイルの行番号10と100~200の行を表示。

PRINT FILE 1 11 FILE 1 "という 名のファイルを表示。

PRINT FILE 1 (10, 100-200) FILE 1の指定された行を表示。

PRINT FILE 1 ; FILE 2 FILE 1とFILE2を表示。

RUN (CARDINサブシステムのビルドモードで使う 事。）

RUNは，指定されたファイルのタ ブ処理や行番号の処理を行って，パンチカード形式のファイル（カード

イメージファイル）を作り出し，それをパッチ処理の入力として，バッチジ ョブを起動する。

RUNのパラメータとしては ，ファイ ル名を指定する。例えば，

RUN 

RUN FILE 1 

カレントファイルを指定。

FILE Iを指定。

RUN FILE 1 ; FILE 2 FILE 1とFILE2とを併合した後， カードイメージに変換し，バッチジョ

プを起動。

PRINTとLISTの違い

下は，同じファイルの内容を PRINとLISTで見た場合の違いを示 している 。

LISTの場合

OlO##N,J ←—-「＃＃行」 は PRINT では表示 されない。
020 THIS: IS: A EXAMPLE OF: TABULATION. 
030THIS L 
040 : IS タブ文字

050 : : ANOTHER 
060 : : : EXAMPLE. 

PRINTの場合

04/1V81 9:53:02 

020 THIS IS A EXAMPLE OF TABULATION. 
030 THIS 
040 IS 

L タプ文字はいくつかの空白に展開される。

050 ANOTHER 
060 EXAMPLE. 
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計算機からの質問とその答え方

RUNおよびPRINTコマンドを入力すると．ファイルの第 1行に＃＃行（後述）がない場合，次の質問が

なされる。

CARD FORMAT DISPOSITION? (RUNの時）

又は，

CARD FORMAT? (PRINTの時）

この質問に対しては，次の①のひとつと，②のいくつかを，この順に，コンマで区切って答えればよい。

例えば，

N, J 最も典型的な答え。

S, W 行番号削除。ジョプ終了を待つ。

N (96) タプ文字は＇％＂。結果は LPに出力。

のように答える。

① CARD FORMAT? に対する答え。行番号の取り扱い方を指定する。

tAiSIS (as is…そのままで）行番号に対する処理を行もしない。この指定は普通，行番号なし

のファイルを使用する際に行う。

@!TRIP 行番号を削除する。

晶 OVE 行番号を73~80カラムに移動する。

iliJORM (normal)行番号を73~80カラムに移動するのに加え，標準タブ文字 (II:II)と標準タブ位

懺 (8,16, 32, 73カラム）を使用する。最も一般的な答えであろ。

凶ORM(t) tは＂＃＂を除く任意の 1文字。タプ文字として tを用いることを除いて，上記と同じ。

⑱ PRINTの場合， ASISの指定と同じ。 RUNでは，処理を中止する。

② DISPOSITION ? に対する答え。 PRINTの場合は答えなくてよい。ジョブの出力先の指定等を行う。

凶 AIT ジョブが終了するまで，端末からの入力を禁止する。この指定がないと，ジョブ起動後ビ

ルドモードに戻り，端末からの入力が可能となる。

ぷOUT;'f) 、ジョプの出力を後で JOUTサブシステムを使って，見ることを指定。この指定があると，

ジョプが終了しても，結果は印刷出力されず，計算機内に残る。

晶OUT閃胆ふ⑱UTロ
ジョプの出力を，医歯薬地区 (R6)又は教蛍部地区 (R7)のリモートプリンタに向ける。

この指定があると，ジョブ終了後，結果は自動的に，決められたプリンタから出力される。

⑱のみ 、ジョブの結果は，終了後，センターのラインプリンタから出力される。

注）これらの指定は， WAITと組み合わせて指定できる。（コンマで区切る事）

以上の応答後，もし①で 11NORM'を指定しなかった場合は，タプについての質問，

TAB CHARACTERS AND SETTINGS ? 

がなされる。これについては， 3.3.4節で述べたように応答すればよい。

全部の質問に答え終えると， PRINTコマンドでは，ファイルの内容が表示される。また， RUNコマン

ドでは，起動したジョプの snumb名（識別名）が表示される。 snumb名は，以後使うことがあるので，

控えておくとよい。

＃＃行

RUNや PRINTコマンドを使用するたびに，上記のような質問に答えるのは，やっかいである。そこで

予想される質問に対する答えを，予めファイル中に書いておくことができるようになっている。それには

ファイルの第 1行に， ＂＃＃＂で始まる次のような文を書けばよい。
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I OOlO##NORM, JOUT (行番号つきファイルの例）
. . . --―二=11CARD FORMAT, DISPOSITION"に対する応答

I ## 0 LJ %, s. 16. 24. 32. 40 (行番号なしファイルの例）

''TAB CHARACTERS AND SETTINGS ? "に対する 答え『'----v------'

必ずひとつだけ空白を入れる。

もし，ファイルの第 1行に，このような， ＂＃＃＇で始まる 行があると，システムは前述の質問をしない。

必要ならば，ひ とつの ファイルに，複数の ＃＃行を入れる ことができる。（詳し くは参考資料 [1]の21

ページ参照。）

備考

もし，①で "NORM"以外の応答をし， " TAB CHARACTERS AND SETTING ? "に対して＠

のみの応答をしたい（つまりタブを使用したくない）という時には，下のように書く事。

l 0010 ##M, J LJ.,..__—ーファイル作成時に空白を 1 文字だけ入れる。
この空白がないと， II TAB CHARACTERS AND SETTINGS ? IIの質問がなされる。また 2個以上の

空白を入れると，空白をタプ文字と扱うので注意。

3. 4. 3 JMONIとJSTS

JMONI (job monitor)は， SARDINの RUNコマンドで投入されたジョブの実行状況の監視を行う 。入

カの形式は，次(/Jt月の通り。

JMONI * 岐及に投入したジョブを見る。

JMONI B 034 T; * B 034 Tという snumb名のジョブと，最後に投入したジョブとを見る。

JMONIは， いったんコマンドを入力すると，監視しているすべてのジョプが終了するまで監視を続ける

ため，他のコマンドが入力できなくなる。従って，もう見たくないという時は， "BREAK II キーを使用する

必要がある 。これに対し， JSTS(job status)コマンドは，コマンドを入力した時点での実行状況を表示し

て，直ちにビルドモードに戻る。 JSTSのパラメ ータは， JMONIと同じである 。

JMONJおよびJSTSは，下のようなメッ セージを出力する 。

STATUS CHANGING : リモート入力中。

READING-CR : カード SYSINより読み込み中。

II -RMT : リモート入カファイルより 読み込み中。

WAJT-ALOC : スケジューラヘの登録待ち。

II - PERIP : 周辺装置の割り当て待ち。

II - CORE : 主記憶の割 り当て待ち。

IN HOLD : 特権命令を使用するため，オプレータからの許可を待っている 。

IN LIMBO : 使用する資源が大き過ぎるため，オペレータからの許可を待っている。

EXECUTING : 実行中。

SWAPPED : スワップされている （一時的に，主記悩から追い出されていろ）。

WAITING -MEDIA : 滋気テープまたはディスクのかけかえ要求中。

TOO BIG : 資源の要求量が大きすぎ る。

IN RESTART : リスタ ートされた ジョブである 。

TERMINATING : 終了処理中。

OUTPUT WAITING : 出力待ち。

II STARTED : 出力中。

II COMPLETE : 出力終了。

JOB NOT ACCESSIBLE : ジョブをアクセスできない。

SYSOUT NOT IN MEMORY : SYSOUTがスワップされているため，実行終了が確認できない。
（しばらく待てばよい。）
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3.4.4 JABT 

JABT (job abort)は，ジョプを異常終了させる 。アポー トコ ー ドは 11X2"である 。

使用例

JABT * : 最後に投入したジョプを終了させる。

JABT S011 T : S011 Tとい うsnurnb名のジョブを終了させる。

3.4.5 JOUT 

JOUT (job output)は，指定されたジョブの SYSOUTファイル (LPから出力されるぺきデータ）を端

末から見たり， LPに出力させたりするためのサブシステムである。指定できるジョブは， 次のいずれかで

ある 。

(1) CARDINで投入され，かつ"DISPOSITION ? 11の質問に対し IIJOUT'を応答したジョプ。

(2) リモートパ ッチ又はセンタで投入され， $REMOTE制御文で指定があるジョブ。

使用例 （システム選択レベル又はビルドモード時に入力可）

JOUT * : 最後に投入したジョブを見る。

JOUT S 001 T : S 001 Tという snurnb名のジョブを見る。

これに対して，正常な場合，

FUNCTION? 

というメッセージが返ってくる 。

エラーメッ セージには次のようなものがある 。 （詳細は参考資料 [1]を参照）

OUTPUT IS BUSY : ジョブの結果が，ラインプリンタあるいはどこかのTS端末に出力中

である。

OUTPUT NOT FOUND : 指定ジョブが存在しない。

NOT YOUR JOB : 端末接続時の課題登録番号とジョプの課題登録番号 ($JOB文で指定

した課題登録番号）が一致していない。

BATCH SYSTEM FULL--TRY LATER SORRY 
PAT SPACE FULL-TRY LATER 

両方とも，しばらく待ってから，再度コマンドを入力すればよい。

もし，指定したジョブが終了してない場合は， JMONIと同じメッセージが出る 。

FUNCTION? に対する応答

JOUTコマンドの入力に成功し， II FUNCTION ? IIという質問が返ってくると，次のコマンド（そして

これらのみ）の入力が可能となる 。

疇 VITYn (nは自然数）

LIST 

アクティビティ nを読み出す状態にする。

現在表示しようとしていろアクティビティ (ACTlnで指定する。初期状態は，アクティビ

ティ 1)に関するレポートコードを出力する。

と饂T re又は直E固」NTre (reは， 2文字のレポートコード）

現在表示しようとしているアクティビティのレポートコード reの内容を端末に表示する。

PRINTは，連続する空白を詰めて表示すろのに対し， EPRINTは，そのまま表示する。

普通の， 1行80文字の端末では， PRINTを使用した方が，見やすいであろう 。EPRINT

は，プリンタ付の端末や， 高密度のグラフィック端末等で， 1行あたり 136字以上表示で

きる端末に対してのみ用いるのが適当である 。この場合， LENGTHコマンドを実行してお

く必要がある 。
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SCAN re 

レポートコード reのジョブ出力を検索する（例えば，エラーメッセージの部分だけ表示 さ

せたりする 。）。このコマンド入力後，計算機は 'FORM?'と質問してくるので， SCAN

サプシステム (~3.3.6) と同じように答える。ただし，

(1) BATCH, REM, BYE, LENGの応答はできない。

(2) メモリダンプ形式の出力走査ができる。 (II FORM? II に対し II DUMP11と答える）

という違いがある。

三1~三゚i::ニここ、二゜パJJ三（直は n~16 。
SYSOUTファイルの内容をセンターのLP(ONLの場合），医歯薬地区 (R6), 教蓑部地

区 (R7)のリモートプリンタから，それぞれ出力する 。

1RELE,ASE 

HOLD 

SYSOUTファイルの内容を消す。

SYSOUTファイルをそのまま保存しておく。

このように答えた場合，その日のうちにJOUTを再び使用して，消すか，出力するかしな

ければならない。

（備考） SYSOUTファイルを，パーマネントファイルに保存したり，ファイルの一部だけを出力したり

することはでぎない。
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ビルドモード

II JOUT * II 
又は
II JOUT□ snumb名 II

を入力して， JOUTサブシステム
に入る。

(FUNCTION? と質問してくる 。）

'PRINT$$ II で， JCLエラーや，
アクティビティ数を確認

'LIST 11 で，アクティビティ n
のレポー ト番号を知る 。

（初期状態はfl= 1) 

"PRINT r'注や 11SCAN r 11 で，
レポートコード rのレポートの内容を見る。

II RELE" 

アクティヒ‘‘ティ

nのレポートを
見たい。

'• 

"ACT! n' 

II HOLD" 

これで， JOUTサブシステムからビルドモードにもどる 。

結果を LPから出力する場合

II DIRE ONL II 
（センターのプリンタから出力）
11 DIRE R 6 11 

（医歯薬地区のプリンタから出力）
11 DIRE R 7 11 

（教蓑部地区のプリンタから出力）

注）レポートコードは 2桁の文中である 。従って， "06"というレポートコードのレポートを見る時

は, 'PRINT 6"ではなく， 'PRINT 06'としなければならない。

これに対し ，アクティビティの番号は数であるから，最初の "O"は， 省いてよい。

図 2 JOUTサブシステムとの応答

3. 4. 6 SCAN 

SCANは，パッチジョブのパーマネントファイル上の出力（これを行うには， $PRMFL制御文を使う）

を検索するためのサブシステムである 。この機能を使うには，まず，システム選択レベル又はビルドモードで，

SCAN ファイル名

と答える 。すると IIFORM? II という質問がなされる 。
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FORM? に対する応答は，次のいずれかである。

GMAP : GMAPアセンブラのリスト出力を扱う場合。

FORT : FORTRANコンパイラの II 

COBOL: COBOLコンパイラの II 

LOAD : ローダ ” 
USER : 上記以外の出力を扱う場合。

USERの応答に対しては， II CODE?'という質問がなされるので，送）のみで応答するか

1~5文字の文字列（ラインコードという）を応答する。もしラインコードの応答を行う

と，以後の検索は，行の 2~6カラムがそのラインコードに一致する行についてのみなさ

れる。

つづいて， 11 EDIT?'という質問がなされる。

EDIT? に対する応答は，次のいずれかである。以後の出力形式を指定する。

Y 又は YES 連続する空白を詰めて表示。印字行番号（システムが付加する 6桁の数字）を付加。

N又はNO又は⑮ 空白はそのまま表示。印字行番号を付加。

Y• 又は •Y 空白は詰める。印字行番号は付加しない。

N• 又は •N 空白はそのまま。印字行番号はそのまま。

つづいて疑問符＂？＂が出力されて，入力状態になる。

この段階になって初めて出力検索が行えるようになる。ここでは， 「ポインタ」 (pointer)という概念が

必要になる 。利用者が，ある瞬間に見ることのできる部分は，指定されたファイルのどこかの 1行に限られ

ている。ポインタとは，その 1行を指している針のようなものである。ポインタは，ある種のコマンドの実

行によって（ある場合はあからさまに，ある場合は暗黙のうちに）動かされる。ボインタの指している行を

「カレント行」と呼ぶ。

9アに対する応答は，次のいずれかである。

暉 T [{A丘}J (nは自然数）

このコマンドは，カレント行から n行（省略時は 1行， ALL指定時は，最後の行まで）

表示する。もしラインコ ー ドを用いているならば， 一致する行のみ表示される。

ポインタは動かない。

FIND : /str/[: n] (nは自然数， strは文字列）

カレント行から始めて， strと同じ文字列を含む行の n番目の行にポインタを位愉づける。

もし str中に， ＂／＂を含んでいる場合は，次の例のようにする。

例： FIND : /CALL/ 文字列 "CALL"をさがす。

FIND: II A+B/C II 文字列 IIA+B/C"をさがす。

1SPAC1E [n] 

BACK [n] 

LINE n 

tERR01R [n] 

DONE 

ポインタを n行（省略時 n= l) 進める。ファイルの終わりを越えると，メッセ

ージを出力して，ファイルの先頭に位置づける。

ポインタを n行戻す。 nを指定しないと，ファイルの先頭まで戻る 。

ポインタを印字行番号 nの行に位猶づける。

エラーメッセージのある行を n行（省略時は全行）表示する。

SCANを終了する。

その他， UNDE,FLAG, LOAD, CODE等のコマンドがあるが， GMAP(アセンブラ）の利用者にしか関

係しないので，説明は省く。
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附録 1 $SELECTA制御文（参考資料 [l]の21ページ参照）

$SELECTA制御文は，会話型リモートバッチでのみ使える JCLである 。この制御文は，この制御文の現れた行を

この制御文のパラメ ータとして指定されたファイルと骰き換える事を指示する 。例えば， FORTRANのプログラム

10 READ (5, 500) A, B 

20 WRITE (6, 600) 11 A=" , A, 11 B= 11 , B 

30 WRITE (6, 610) 11 A+B= 11, A+B, 11 A-B= 11, A-B,'A* B=", A* B,'A/B= 11, A/B 

40 500 FORMAT (2F 15. 7) 

50 600 FORMAT(1Ht_J,2(A2, Gl5,5, 5X)) 

60 610 FORMAT Cl Ht_J,4(A4, Gl5, 5, 5X)) 

70 STOP 

80 END 

を "FTPROG1"という名のファイルに保存し，入カデータ

10 10. 5, 3. 72 

も， II FTDATA l"という 名のファ イルに保存しておいたとする 。この時，次のファイルを CARDINのRUNコマ

ンドの入カファイルとして用いると， $SELECTAの部分は（ バッ チに渡される前に）上の二つのファイルに憤きか

えられるので， 2章の使用例と同じことになる 。

0010 ##N, J 
（注1)

0020 $ : JOB : X 0001 A 0007, X 0001, JA 5 QDE 

0030 $ : QFORT : NFORM 
（注2)

0040 $: SELECTA: FTPROG 1 , FTPROG 1の内容と 置 きかわる 。

0050 $ : QEXEC 

0060 $: SELECTA: FTDATA 1 , FTDATA 1の内容と 骰 きかわる。

0070 $ : ENDJOB 

上のようなファ イルを作って保存しておけば，他のFORTRANプログラムやデータを扱いたい場合には$SELECT

文のパラメータだけ書き換えるだけで，わざわざJCLを作る必要がなくなるので便利である。

（注 1)$SELECTA文で呼び出されたファイル（上の例では， FTPROG1とFTDATA1)の方にも「＃＃行」が存

在してよい。その場合，その情報は，その ファイルからの入力が行われている間のみ有効である 。

（注 2)$SELECTA以外のJCLでは， パラメ ータにファイル名を書く場合，利用者登録番号 (userid)を含めた形

で書く 必要がある 。上の例では， 11 FTPROG l 11 ではなく， 11 X 0001 A 0007 /FTPROG 1'と書く 。

（注 3)$SELECTA文で呼び出されたファイルの中で$SELECTA文を使用してもよい。 (7重の使用まで許され

ている 。）

-33 -

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



附録 2 バッチ処理と会話型リモートパッチ処理との関係

カード読み取り機

入カプログラム

SYSIN 

CARDIN 
(RUN) 

一時記憶 (SYSINファイル）

バッチ処理管理
プログラム
（バッチジョブ
が実行される）

バッチ向パーマネント
ファイル (JIS形式）

SYSOUTを端末に表示
(PRINT) 

一時記憶 (SYSOUTファイル）

出カプログラム
SYSOUT 

起動 (DIRECTONL) 

ラインプリンタ JPRINT 

通常のバッチ処理

会話邸リモートバッチ処理
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参考資料

[l] 日本電気：会話型リモートバッチ説明書， FEF06-3 

本説明は，これに基いている。

[2] 日本電気 ：タイムシェアリングシステム説明書， FEF02-4 

[3] 広報 Vol. 1, No. 1 「タイムシェアリングシステム利用法」 (p40-68) 

一般的な， TS処理についての説明。

「4] 日本電気：システム管理説明書， FDA 01-5 

[5] 日本電気：ジョプ制御言語説明書， FDA 02-6 

[6] 広報 Vol. 1, No. 1 「バッチシステム利用法」 (p69-91)

パッチジョブについての説明。

[7] 広報 Vol. 1, No. 2 

[8] タイムシェアリング・システム利用法 第 2版

最新の TSS利用法である。
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